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【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｊ   7/00     (2006.01)
   Ｈ０２Ｊ   7/02     (2016.01)
   Ｈ０２Ｈ   9/04     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/48     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｊ    7/00     　　　Ｓ
   Ｈ０２Ｊ    7/02     　　　Ｈ
   Ｈ０２Ｈ    9/04     　　　Ａ
   Ｈ０１Ｍ   10/48     　　　Ｐ

【手続補正書】
【提出日】令和1年5月28日(2019.5.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　このように、図３のような状態で過電圧が発生した場合でも、オープン故障した単位電
池４に対して並列に設けられたバリスタ１７、及びツェナーダイオード１６を介して過電
流を流し、回路を保護することができる。この場合も、抵抗部１９の存在により、バリス
タ１７側からツェナーダイオード１６側に向かう方向の電流が制限され、ツェナーダイオ
ード１６に印加される電圧が抑えられる。また、少なくともバリスタ１７に流れる電流Ｉ
８の分は、ツェナーダイオード１６に流れる電流を抑えることができ、更には、バリスタ
１７においてより大きな電流を流すことができるため、ツェナーダイオード１６の電流Ｉ
９をより小さくすることができる。また、バリスタ１７のクランプ電圧の誤差が大きかっ
たとしても、ツェナーダイオード１６のクランプ電圧は、所望の値に高精度に保つことが
できる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　２…電池モジュール
　２Ａ，２Ｂ…端部電極部
　２Ｃ…電池間電極部
　４…単位電池
　２０…電池監視ＩＣ（監視回路）
　１１…保護回路
　１２…信号線群
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　１２Ａ…電圧信号線
　１３…第１保護回路部
　１４…第２保護回路部
　１５…抵抗部群
　１６…ツェナーダイオード
　１７…バリスタ
　１９…抵抗部
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